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　目的　児童の遊びの貧弱さや．生活時間の過密化等．生活環境の悪化が多く報告されて

いるが．児童期の人間関係や、日常生活における生活空間は、成長と共にどのように拡大

しているのだろうか．本報告では、児童のショッピング行動に着目し√その実態と．ショ

ッピング行動の影響要因を捉えることによって．児童の生活圏について考察する．

　方法　香川県Ｔ市立Y小学校（男子134 名、女子140名．計274名）の全児童を対象と

して、1992年12月４日、集合調査法を用い．クラス毎に教師による説明を加えながらアン

ケート調査を実施した．調査項目は．一週間のショッピング行動、店の位置、こづかい、

主な遊び場．調査前日における主な行動の種類等である．一週間のショッピング行動につ

いては、毎日調査した．また、１・２年生については．児童に持ち帰らせて父母に記入し

てもらった．対象校区は、地方都市中心部で、商店街、官庁街の中に位置している．

　結果　ショッピング行動のタイプ別学年変化では、親同行型は、高学年になると次第に

減'>（1年生5.6割．4年生約2割．6年生0.6割）し、子単独型が、増加（1年生約1

割．4年生約2割、６年生約4割）する．子単独でするショッピング行動の頻度は、６年

生で多く（平均１人当り、3.3回）、買わないショッピング行動もみられ(5年生7名．

６年生11名）．そのうち7割の児童が．遊び場に商店街を挙げている．
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{､目的丿近年のT泄の遊びの変化には、t然や遊び場の減少等環境の卿m的変化だけでな

く地域邦i鉢などの社会t顕tの変化の関わりも大きいことが指摘されている。了供の遊び

力昿がるためには、活動できる空間力守供にとって親和的な場になることが必要であり、

そのためには人人間の付き合いの豊かさや他のイ供たちの存在や活動などが正の影響を持

つことが報告されている。本報告は地域の社会的雰囲気を含む環境と遊びとの関わりを調

へる目的で都i枡ﾋｶ吠きくは進行していない離島の了供の遊びを調査したものである。

涛法〕心内の地域の異なる1関嘩校のK 2年生児童299名を対象と

し｡、保護者に質問紙調査を行った。調査期間は1990年12月、学校の担任を通じて質問紙の

配付と回収を行った。質問の内容として遊びに関する項目の他に近隣との付き合いに関す

るものを設けた。有効223 (男児m、女児117）･票（回収率5.7％）であった。

〔結果丿対象の家庭の紺iQ％が核家族、３世代＼据は約20％であった。--戸建居住mは約
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60％、居住環境が農山和rである者が3割弱、近隣の大人同士の寄り合いや飲み方は１～２

週に１、2 回が約25％であるが殆どないとの回答も約27％あった。戸外で遊ぶのが好きと

の同答が半数近い一方で、主な遊び場としては自宅の室内を80％が挙げており２位が友だ

ちの家の室内、次に自宅の庭、近所の空き地と続いた。遊び拵-としては同じ級の子供、

さようだいが最も多く、遊び仲間も本人を含む２～３人が最も多い。日常大人に断らず家

からし子供だけで自由に出人りをしているとの佃塔が約m％であった。奄美大島島内でも

地域によって自然・社会環境が異なっており、これらの差異による比較考察を行った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　83


